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令和５年４月２６日 

報道関係各位 

 

【初代国立劇場さよなら公演】５月文楽公演 ＆ ８・９月文楽公演 

あの伝説の全段通し上演が５１年ぶりに実現 

 三大名作の一つ『菅原伝授手習鑑』の全貌がここに！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立劇場再整備による本年１０月末での閉場を控え、初代国立劇場での文楽公演も、残すところあとわずか

となりました。初代国立劇場さよなら公演として、５月文楽公演と８・９月文楽公演におきまして、三大名作の

一つ『菅原
すがわら

伝授
でんじゅ

手習
てならい

鑑
かがみ

』を全段通し上演いたします。 

事件の発端となる初段「大序
だいじょ

」から、上演機会が稀な二段目「安井
や す い

汐待
しおまち

の段」、四段目「北
きた

嵯
さ

峨
が

の段」、五段

目「大内
おおうち

天変
てんぺん

の段」を含む全五段上演は、昭和４７年（１９７２）５月国立劇場小劇場での上演以来、じつに５１

年ぶりです。文楽座の面々が総力を結集し、初代国立劇場文楽公演の掉尾を飾るにふさわしい舞台をお

届けいたします。 

名作”菅原“の全貌が今ここに！ お見逃しなく！ 

 

報道各位におかれましては、本件の皆様への周知にご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

国立劇場 宣伝課 担当：三浦毎生（みうらつねお） 

TEL ０３－３２６５－６１６３ 

FAX ０３－３２６５－８８７２ 

E-Mail: tsuneo-m@ntj.jac.go.jp 

独立行政法人 日本芸術文化振興会 
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多彩な見どころ・聴きどころ満載の傑作 『菅原伝授手習鑑』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浄瑠璃の三大名作の一つ『菅原伝授手習鑑』は延享３年（1746）８月に竹本座で初演されました。 

作者は、初代竹田出雲、竹田小出雲（のちの二代目竹田出雲）、初代並木千柳、三好松洛による合

作です。二代目竹田出雲、初代並木千柳、三好松洛は、のちに残りの三大名作『義経千本桜』、『仮

名手本忠臣蔵』をも手掛ける大ヒットメーカーです。 

 

平安時代の政治家であり文人でもあった菅原道真（作品中では菅丞相と呼ばれています）が、政敵

である藤原時平の讒言により筑紫国太宰府に配流された政変「昌泰の変」を題材に描いたスケール

の大きな時代物です。 

当時大坂では、天満で生まれた三つ子が話題となっていました。その三つ子を物語に巧みに取り込

み、道真の飛梅伝説と絡めて、梅、松、桜になぞらえてキャラクター化し、道真と三つ子を取り巻

く波乱万丈の物語が書かれました。 

変化にとんだ場面の数々に、天神様として当時から人々の信仰が篤かった道真の人気も相まって、

公演は大ヒットとなり、翌延享４年３月まで、実に８か月ものロングランを記録しました。 

 

タイトルの由来ともなった荘重な場面である初段「筆法
ひっぽう

伝授
でんじゅ

の段」、数ある浄瑠璃の中でも随一の

格調の高さを誇る大曲「丞 相
しょうじょう

名残
な ご り

の段」、様式美に彩られた「車曳
くるまびき

の段」、三つ子とその親の運

命が悲劇的な結末を迎える「桜丸切腹の段」、数ある文楽作品の中でも優れた劇的展開で人気の高

い「寺子屋の段」など、各段・各場面に多彩な見どころ、聴きどころがあり、文楽を代表する傑作

の一つです。 

 

 

 

国立劇場 宣伝課 担当：三浦毎生（みうらつねお） 

TEL ０３－３２６５－６１６３ 

FAX ０３－３２６５－８８７２ 

E-Mail: tsuneo-m@ntj.jac.go.jp 

 

独立行政法人 日本芸術文化振興会 

初段「筆法伝授の段」 三段目「車曳の段」 
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５１年ぶりの全段通し上演で、作品の魅力を余すところなく堪能！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立劇場は昭和 41 年（1966）の開場以来、演目の通し上演を大きな方針として掲げてきました。

文楽の三大名作の通し上演は、昭和 42年（1967）12月『仮名手本忠臣蔵』、昭和 45年（1970） 

5・6月『義経千本桜』に続き、昭和 45年 9月に『菅原伝授手習鑑』が上演されましたが、この時

は「加
か

茂
も

堤
づつみ

～車曳～佐太村～寺子屋」という三つ子のストーリーにフォーカスを絞ったものであ

り、菅丞相の物語を含めた本格的な通しでの上演が待たれていました。 

 

そんな中ついに昭和 47 年 5 月、『菅原伝授手習鑑』の初段から五段目までの通し上演が実現しま

す。その際、上演機会が極めて稀な二段目「安井汐待の段」、四段目「北嵯峨の段」を復活し、初

段の「大序」から五段目「大内天変の段」までの全段通し上演を行ったのです。この形での全段通

しは天保期以来 140年ぶりの快挙といわれ、大変な評判を呼びました。そして長時間の公演となっ

たことも語り草となっています。そのため、今回は５月公演と９月公演にわけて上演を行います。 

それから 51年、今回は今や伝説ともいわれる昭和 47年の上演と同様の全段通し上演であり、傑作

『菅原伝授手習鑑』の作品の魅力を余すところなくご堪能いただけるまたとない機会です。 

 

国立劇場は本年 10月いっぱいをもって、再整備のため 6年ほどの工事期間に入ります。 

工事期間中も都内の劇場をお借りする形で、引き続き文楽をお楽しみいただく予定ですが、ここま

での大きな規模での通し上演はしばらくお預けとなるでしょう。 

文楽座の面々も総力を結集してこの通し上演に挑みます。 

初代国立劇場文楽劇場の掉尾を飾る、そして現在の文楽を未来へつなぐためのエポックとなること

必定の本公演。 

ぜひとも劇場で、この歴史的な公演を体験してください！ 

 

 

国立劇場 宣伝課 担当：三浦毎生（みうらつねお） 

TEL ０３－３２６５－６１６３ 

FAX ０３－３２６５－８８７２ 

E-Mail: tsuneo-m@ntj.jac.go.jp 

独立行政法人 日本芸術文化振興会 

二段目「丞相名残の段」 四段目「寺子屋の段」 
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国立劇場 宣伝課 担当：三浦毎生（みうらつねお） 

TEL ０３－３２６５－６１６３ 

FAX ０３－３２６５－８８７２ 

E-Mail: tsuneo-m@ntj.jac.go.jp 

独立行政法人 日本芸術文化振興会 

初段「大内の段」 二段目「道行詞の甘替」 

三段目「喧嘩の段」 五段目「大内天変の段」 
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祭囃子が響く路地裏で、侠客の意気地が弾ける 第３部『夏祭浪花鑑』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月公演の第３部は『夏祭浪花鑑』を上演いたします。本作は、『菅原伝授手習鑑』初演の１年前、

延享２年（1745）７月に竹本座で初演されました。作者は、初代並木千柳、三好松洛、竹田小出雲

と、三大名作を手掛けたヒットメーカーたちによる合作です。初代国立劇場さよなら公演に名手の

手による傑作が並んで上演されることとなりました。 

 

延享元年（1744）に堺の魚屋が大坂の長町裏で人を殺した実在の事件を題材に、団七
だんしち

九郎
く ろ

兵衛
べ え

・釣船
つりぶね

三婦
さ ぶ

・一寸
いっすん

徳
とく

兵衛
べ え

という 3人の侠客たちと、その女房たちの“意気地
い き じ

”を描いた世話物です。世話

物として初めての長篇となった作品といわれており、初演の大ヒット後すぐに歌舞伎化され、人形

浄瑠璃・歌舞伎ともに人気演目として上演され続けています。 

 

住吉大社、内本町、そして高津宮夏祭の宵宮という夏の大坂。団七は恩人の息子玉島
たましま

磯之丞
いそのじょう

とその

恋人琴
こと

浦
うら

の難儀を救うため、一寸徳兵衛や釣船三婦、お梶
かじ

やお辰
たつ

といった女たちにも助けられなが

ら尽力しますが、悪人たちと強欲な義父・三河屋
み か わ や

義
ぎ

平
へい

次
じ

のために追い詰められてしまいます。 

本作の大きな見どころは、団七が義平次に詰め寄られ、心ならずも手にかけてしまう「長町裏の段」

の殺しの場面、通称“泥場
ど ろ ば

”です。高津宮夏祭の宵宮の祭り囃子が鳴り響く中、泥まみれで繰り広

げられる壮絶でありながらも美しい殺しのシーン。その圧倒的な陶酔と虚無感は、劇場で感じてこ

そのもの。ぜひともあの高揚感を客席で感じてください。 

 

８・９月公演の第３部でも、文楽を代表する人気演目を上演いたしますので、通し狂言『菅原伝授

手習鑑』と併せてお楽しみください。 

 

国立劇場 宣伝課 担当：三浦毎生（みうらつねお） 

TEL ０３－３２６５－６１６３ 

FAX ０３－３２６５－８８７２ 

E-Mail: tsuneo-m@ntj.jac.go.jp 

独立行政法人 日本芸術文化振興会 

『夏祭浪花鑑』 長町裏の段 
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初代国立劇場さよなら公演 

公益財団法人文楽協会創立 60周年記念 

５月文楽公演  

 

 

【第一部】前１１時開演）   菅原
すがわら

伝授
でんじゅ

手習
てならい

鑑
かがみ

     

（午前１０時４５分開演）    初段  大内の段 

        加茂堤の段 

                    筆法伝授の段 

                    築地の段 

             

【第二部】後２時開演）   菅原
すがわら

伝授
でんじゅ

手習
てならい

鑑
かがみ

     

（午後２時開演）       二段目  道行詞の甘替 

                    安井汐待の段 

                    杖折檻の段 

                    東天紅の段 

                    宿禰太郎詮議の段 

                    丞相名残の段 

 

【第三部】後５時４５分開演） 夏祭
なつまつり

浪花
な に わ

鑑
かがみ

     

（午後５時４５分開演）         住吉鳥居前の段 

                    内本町道具屋の段 

                    釣船三婦内の段 

                    長町裏の段 

 

主催＝独立行政法人日本芸術文化振興会 

 

 

【公演詳細】 

令和 5年５月１１日（木）～３０日（火） ※１8日（木）は休演 

  国立劇場 小劇場(〒102-8656 千代田区隼町 4-1) 

 

【料金［各部・税込］】  1等席 ８，０００円（学生５，６００円） 

【料金［税込］】      ２等席 ７，０００円（学生４，９００円） 

【料金】  ※障害者の方は 2割引です。（他の割引との併用不可） 

※車椅子用スペースがございます。 

※字幕あり ※休憩あり 

通し 
狂言 

通し 
狂言 

未 来 へ つ な ぐ 
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初代国立劇場さよなら公演 

８・９月文楽公演  

 

 

   菅原
すがわら

伝授
でんじゅ

手習
てならい

鑑
かがみ

     

      三段目  車曳の段 

           茶筅酒の段 

           喧嘩の段 

           訴訟の段 

           桜丸切腹の段 

             

      四段目  天拝山の段 

           北嵯峨の段 

           寺入りの段 

           寺子屋の段 

 

      五段目  大内天変の段 

 

 

【公演詳細】 

令和 5年８月３１日（木）～9月 24日（日） ※７日（木）、15日（金）は休演 

  国立劇場 小劇場(〒102-8656 千代田区隼町 4-1) 

 

その他公演詳細は、決まり次第、菅原伝授手習鑑特設サイトなどでお知らせいたします。 

 

 

最新情報はこちらから 

 

菅原伝授手習鑑特設サイト 

 

https://www.ntj.jac.go.jp/kokuritsu/2023/sugawara-denju.html 

 

 

チケットのお求めは 

国立劇場チケットセンター ０５７０-07-９９００  国立劇場チケットセンター   検索 

https://ticket.ntj.jac.go.jp/ 

【インターネット】 

未 来 へ つ な ぐ 
 

通し 
狂言 

https://ticket.ntj.jac.go.jp/
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国立劇場について 

日本の伝統芸能の保存及び振興を目的として昭和 41

年（1966）に開場。外観は奈良の正倉院の校倉造りを

模している。大劇場・小劇場・演芸場・伝統芸能情報館

を備え、多種多様な日本の伝統芸能を鑑賞できる。初

心者や外国人を対象とした解説付きの鑑賞教室も開催

している。 

 

所在地：東京都千代田区隼町 4-1 

03-3265-7411（代表） 

https://www.ntj.jac.go.jp/ 

 

 

「未来へつなぐ国立劇場プロジェクト」 
 

明治以来の国立劇場設立構想からおよそ 100年。 

伝統芸能の保存と振興に取り組むため 

昭和 41年国立劇場が誕生しました。 

そして半世紀。 

これは国立劇場が未来へ向けて 

新たな飛躍を目指す一大プロジェクトです。 

 

特設サイト 

https://www.ntj.jac.go.jp/future/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立劇場 宣伝課 担当：三浦毎生（みうらつねお） 

TEL ０３－３２６５－６１６３ 

FAX ０３－３２６５－８８７２ 

E-Mail: tsuneo-m@ntj.jac.go.jp 

独立行政法人 日本芸術文化振興会 


